
 朝日新聞記者である著者は、ある老人を取材するうち、

「建国大学」の存在を知ることになります。建国大学とは日

中戦争当時、満洲国に設立された最高学府で、そこでは満洲

国が目指す「五族協和」－五つの民族が共に手を取り合いな

がら、新しい国を作り上げよう－の実践のもと、日本、中国、

朝鮮、モンゴル、ロシアの各民族から若者が集められました。

しかし終戦により、わずか８年でその幕は下ろされ、スーパ

ーエリートだった彼らは戦後、苦難の道を歩みます。著者は

日本から中国、モンゴル、韓国、台湾、カザフスタンと渡っ

ていき、卒業生たちを取材していきました。 

 一時、書籍化が見送られた取材原稿は、卒業生たちの強い

思いや、「第１３回開高健ノンフィクション賞」の受賞によ

り、本という形になりました。本書を読むと、今日の平和が

どんなに有り難いことががよくわかります。   （杉野） 

卒業 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

篠山市立中央図書館通信 Ｎｏ．１３２    ２０１６年 ３月 1日 発行 

 

マークデザイン 加藤昌男 

「植物」 

はすごい! 

３月は卒園式や卒業式の季節です。無事こ

の日を迎えることができる安堵感、自信、ま

たは寂寥感、新天地に対する丌安など、いろ

んな気持ちが入り乱れることと思います。 

さて今月の特集は「卒業」です。学校だけ

でなく、例えば「会社からの卒業」「片づけ

下手からの卒業」「体調丌良からの卒業」な

ど、いろいろな視点からの「卒業」に関する

本を集めてみました。 

March 
 

『五色の虹』  
三浦 英之 著  集英社 280.4 ミ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  現在、日本では安くてお洒落な服であるファストファッシ

ョンが流布しています。店によってはジーンズを９９０円以下

で購入することも可能です。なぜ低価格で衣類を販売すること

が可能なのか。著者は世界第２位の衣類輸出国であるバングラ

デシュをとりあげ、その疑問についての答えを述べています。 

 又、この作品はバングラデシュの歴史や文化・慣習、その国

の縫製工場で働く女性たちの現状についてもふれており、私た

ちが服を低価格で購入できるが故にその国で起こっている問

題について述べられ、どうすれば良いかいくつかの解決案が提

示されています。 

過酷なバングラデシュの労働者たちの現状が少しでも良く

なるようにと強く願う著者の気持ちが伝わってくる作品です。 

               （片山） 

 ■篠山市立中央図書館（篠山市西吹 88-1） TEL 079-590-1301／FAX 079-594-5450 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/c-library/ 

『家族連写』  

森 浩美 著 ＰＨＰ研究所 Ｆモリ 
 

 
 

 幸せの形は家族の数ほどあり、つかみたくてもつかめない

家族が多いものです。家族なのに伝えられない、家族だから

こそ伝えたい言葉や気持ちがあるのではないでしょうか。 

 心温まる物語８編を収めた本書は、放送作家である著者だ

けあって、映像が眼に浮かぶようです。こんなシーンを体験

したことがあるのではないかと、誰しもデジャブを錯覚する

ような日常を切り取った物語の数々です。 

 ありふれた日常の日々だからこそ大切にしたい･･･なにげ

ない言葉だからこそぽっと明りが灯る･･･人間関係に疲れた

方へおすすめします。「しあわせやぁ～」と両手をひろげて

叫んでみたら大空を飛べるかもしれません。  （小土井） 

『９９０円のジーンズが 
つくられるのはなぜ？ 

ファストファッションの工場で起こっていること』 

長田 華子 著  合同出版  584.2 ナ 



  

 

 

                                                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月から始めた「毎月１０日は篠山だけ図書館の日」は、 

皆さま方のご理解により６回目を実施いたします。 

この日は館内に BGM を流し、司書による本の読み聞かせ

やエプロンシアターなどを開催し、普段の図書館ではできな

い本とのふれあいをお楽しみ下さい。 

これからも、地域コミュニティ図書館として、人と人、人 

と本をつなぐ知的空間であり、時には楽しい空間としてより

親しみの持てる図書館をめざしますので、ぜひご来館下さ

い。 

中央図書館の出入口に今までは、仮設の看板を設置して

おりましたが、この度、新しい案内看板を設置しました。 

この看板を目印に、これからも多くの方々にご来館いた

だけると嬉しいです。 

中央図書館案内看板を設置しました。 

■篠山市民センター図書コーナー（篠山市黒岡 191） TEL 079-552-0394 

 開館時間 10:00～18:00（日曜日は 17:00まで）  

※職員は 12:00～15:00（土日は 13:00～15:00）の間、駐在 

毎月１０日は篠山だけ図書館の日 

長い冬もようやく終わりを迎えようとしています。そして、篠山

の春はＡＢＣマラソンからやって来ます。今年も３月６日の日曜日

には、全国から集まった１万人以上のランナーが早春の篠山路を駆

け抜けます。皆さんも沿道でランナー達にどうぞ熱い声援を送って

あげて下さい。 

また、インフルエンザや風邪が流行っているようです。手洗い、

うがいを励行し、健康にこの冬を乗りきりたいものですね。 

               中央図書館 赤井 毅彦 



『 群衆 』        
１９４１年・アメリカ １２２分（日本語字幕） 

■監督  フランク・キャプラ 

■出演  ゲーリー・ クーパー ほか 

■日時 3 月 18 日(金)・19 日(土) 

※時間はいずれも １４：００～１６：００ 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 
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入場無料 

申し込み不要 
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アート 陽 絵画工作作品展  (  ３／２  ～  ３／１１  ) 
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